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今後の取組について
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2（１）目指すべき姿

目指すべき姿：効果的なモニタリングから、より良い都市再生の取組にステップアップしていく

短期 ～取組意欲・レベルの向上～
（取組意欲）
マニュアル改定内容の周知
取り組む価値の理解浸透

（取組レベル）
好事例の横展開
自治体間の横の繋がりを形成
モニタリング結果のフォローアップ

～更なるデータ利活用の検討～
動的データ（オルタナティブデータ）などの
積極的な利活用
モニタリングに有効な新たなデータや分析
手法などについては他省庁とも連携しなが
ら利活用の可能性について模索していく

都市再生
効果UP

現状 ～取組状況～
モデル地域を中心に課題等
を把握
実務性を向上したマニュアル
に改定（本WG）

取組レベルについて
各自治体・指定地域に適した取組レベルでよい。
例えば、ロジックモデル作成や指標の設定数などは各自治体の判断とする。
ただし、最低限の取組レベル（シート未記載欄ありなど）に達していない場
合は、事務局がフォローしながら取組レベルを底上げしていく。

補足

～より良い都市再生の取組へ～
各自治体が効果的なPDCA・
EBPMの実施による施策への反映

中長期
これまでは・・・
効果的なモニタリングが実施
できていない自治体があった



3（２）直近の取組予定
①説明会：オンライン
モニタリングマニュアル改定版の周知を行うとともに、モニタリング自体の理解

浸透を図る。
②交流会：ハイブリッド（対面＋オンライン）
現地視察や他自治体の取組を共有した上で、意見交換を実施し、自治体間の横の

繋がりを形成することで、まちづくりに係る新たな気づきの獲得につなげる。
③モデル地域：４自治体程度を選定
モニタリングに係るロジックモデル作成やデータ分析などの支援を行い、モニタ

リングレベルの向上を図るとともに、先進的な取組として事例化し、横展開を行う。

取組
令和７年度 令和８年度

令和９年度以降
4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

全体スケ
ジュール 継続してフォローを実施

説明会
（全自治体向け）

必要に応じて開催

交流会
（全自治体向け）

年１回開催

モデル地域
（４地域程度）

自治体の意向を確認しながら、
新規・継続等を検討

モニタリング
マニュアル改定

第１回
（改定概要）

第２回
（改定概要・詳細）

改定WG

モニタリングシート
作成・提出（自治体）

交流会

モデル地域
公募・選定

意見交換・
課題抽出

モニタリングシート
作成・提出（自治体）
※作業支援を含む。

高度化・事例化
※事例は解説・事例
集への掲載を予定

事例発表

内容確認・
フォロー

モニタリングシート
を自治体間で共有

有識者Ｂ報告
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